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１ 福祉学科における教職課程の理念 

◎福祉学科の教職課程理理念念 

福祉学科教職課程は、⼈人々のいのちと⽣生活の質を⾼高め、よりよく⽣生きることを⽀支

援するヒューマンサービスの専⾨門家としての基礎的な知識識・技術を基盤に、学校

教育の現代的課題に応えることができる養護教諭の育成を⽬目指します。そのため

には、教職課程と福祉学科における学修が補完しあうことが不不可⽋欠であると考え

ます。 

福祉学科の目指す養護教諭像 

 

〇豊かな人間性と社会性を備え、児童生徒等また保護者や地域の人々

に信頼される養護教諭 

 

〇児童生徒等をとりまく様々な現代的課題に応える保健室経営と保健

管理のできる養護教諭 

 

〇児童生徒等の健康ニーズの正確な把握に基づき、適切な保健指導・

保健学習・健康相談活動を実践できる養護教諭 

 

〇学校組織、保護者、地域、関係諸機関等との協働を促進するコーデ

ィネート力のある養護教諭 
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 現在、福祉学科で取得できる免許状は、下記のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

＊キャンパスライフ抜粋 

  

 

免許状取得後の就職先 

２ 福祉学科で取得できる免許状 

幼稚園・⼩小学校・中学校・⾼高等学校・ 

中等教育学校・特別⽀支援学校の養護教諭 
養護教諭⼀一種免許状 

 養護教諭⼀一種免許状（教育職員免許法第 5 条） 
養護教諭⼀一種免許状は、福祉学科履履修科⽬目表（＊履履修規程別表第⼀一）に定められている
卒業要件を満たす科⽬目の履履修に加えて、福祉学科履履修科⽬目表（＊履履修規程別表第⼀一、履履
修規程別表第⼆二（P131）に定められている“養護教諭⼀一種免許状"を取得する上で 必要
となる所定の科⽬目を履履修し、単位を修得することによって申請し、取得することができ
ます。 
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 養護教諭 
 養護教諭の職務は，学校教育法で「養護をつかさどる」と定められています。 
[主な役割] 
 ⑴ 学校内及び地域の医療療機関等との連携を推進する上でコーディネーターの役割 
 ⑵  養護教諭を中⼼心として関係教職員等と連携した組織的な健康相談、健康観察、保健指導の

実施 
 ⑶ 学校保健センター的役割を果たしている保健室経営の実施（保健室経営計画の作成） 
 ⑷ いじめや児童虐待など児童⽣生徒の⼼心⾝身の健康問題の早期発⾒見見、早期対応 
 ⑸  学級（ホームルーム）活動における保健指導をはじめ、ティーム・ティーチングや兼職発

令令による保健学習などへの積極的な授業参画と実施 
 ⑹ 健康・安全にかかわる危機管理理への対応 
   救急処置、⼼心のケア、アレルギー疾患、感染症 等 

参照：学校保健の課題とその対応－養護教諭の職務等に関する調査結果から― ⽇日本学校保健会 2012 

   養護教諭は、保健室での存在イメージが⼤大きいと思いますが、上記のように学校保健活動
の中核的役割を果たし、現代的な健康課題に対応していくために、新たな知識識や技術を習得
していくことが求められています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３ 養護教諭とは 
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養護教諭⼀一種免許状は、下記に⽰示す「教育職員免許法施⾏行行規則に定められた養護に関する科⽬目に対
する本学の開講科⽬目」、「教育職員免許法施⾏行行規則に定められた教職に関する科⽬目に対する本学の開講
科⽬目」、「教育職員免許法施⾏行行規則に定められた第 66条の 6に関する科⽬目に対する本学の開講科⽬目」
を履履修し、単位を修得することによって、申請することができます。 

〈教育職員免許法施⾏行行規則に定められた養護に関する科⽬目に対する本学の開講科⽬目〉 
施行規則に定める科目 本学開講科目 単位数 施行規則に定める科目 本学開講科目 単位数 
衛生学及び公衆衛生学 
（予防医学を含む。） 

医学総論 ４ 「微生物学、免疫学、薬

理概論」 
微生物学 ２ 

公衆衛生学 ２ 薬理学 ２ 
学校保健 学校保健Ⅰ ２ 

精神保健 
精神保健学 ４ 

養護概説 学校保健Ⅱ ２ 臨床心理学概論 ２ 
健康相談活動の理論及び

方法 
地域保健学Ⅰ ２ 看護学 

（臨床実習及び救急処置

を含む） 

看護学 ４ 
地域保健学Ⅱ ２ 基礎看護技術 ２ 

栄養学（食品学を含む） 栄養学 ２ 看護臨床実習 ４ 

解剖学及び生理学 
解剖学 ２    
生理学 ２ 

 

〈教育職員免許法施⾏行行規則に定められた教職に関する科⽬目に対する本学の開講科⽬目〉 
施行規則に定める科目区分等 

本学開講科目 単位数 
科目 各科目に含める科目区分等 

教職の意義に関する科目 
・教職の意義及び教員の役割 
・教員の職務内容（研修、服務及び身分保障等を含む） 
・進路選択に資する各種の機会の提供等 

教職概論 ２ 

教育の基礎理論に関する

科目 

・教育の理念及び教育に関する歴史及び思想 教育原理 ２ 
・幼児、児童及び生徒の心身の発達及び学習の過程（障

害ある幼児、児童及び生徒の心身の発達及び学習の過程を含

む） 
教育心理学 ２ 

・教育に関する社会的、制度的又は経営的事項 教育社会学 ２ 

教育課程に関する科目 

・教育課程の意義及び編成の方法 教育課程論 ２ 

・道徳及び特別活動に関する内容 
道徳教育の理論と実践 
特別活動論 

２ 
２ 

・教育の方法及び技術（情報機器及び教材の活用含む。） 
教育方法論 
学校保健教育法 

２ 
２ 

生徒指導及び教育相談に

関する科目 

・生徒指導の理論及び方法 生徒指導論 ２ 
・教育相談(カウンセリングに関する基礎的な知識を含
む) 
 の理論及び方法 

教育相談 
(カウンセリングを含む) ２ 

養護実習 
事前及び事後指導 
養護実習 

１ 
４ 

教職実践演習 教職実践演習 (養護教
諭) 

２ 

 

４ 養護教諭一種免許状の科目 



―福 5― 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育職員免許法施行規

則第６６条の６に定め

る科目 

施行規則に定める科目区分等 本学開講科目 単位数 

日本国憲法 日本国憲法 ２ 

体育 
チームスポーツ １ 
生涯スポーツ １ 

外国語コミュニケーション 
基礎英語 １ 
実用英語コミュニケー

ション 
１ 

情報機器の操作 
情報処理基礎 １ 
情報の理解と表現 １ 
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 履履修について 
福祉学科教職課程の科目履修は、１年次の前期から授業を体系的に履修し単位を取得する必要

があります。そのために、教職課程の履修を望む場合は、４月の入学直後に行われる教職課程オ

リエンテーションに必ず参加して、履修を開始するために求められる要件を確実に把握してくだ

さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 履履修の辞退について 

 

 

 

 

 

 

 

５ 福祉学科教職課程への履修と辞退 

1年次 内 容 

 

 

 

 

 

 

教職課程オリエンテーション参加 

履履修開始 

教職課程履履修届・誓約書提出 

納⾦金金⼿手続き 

教職担当者の説明から 4年間の学びや流れなどを知る。

また、教務課から手続きについて説明を受ける。 

保護者了承の上、教職課程履修届・誓約書を提出する。 

会計課に教職課程履修料を納金する。 

1 年次後期より教職課程を履修する場合は、前期に教育職員免許法施行規則第 66 条の６に定められた本学の

「チームスポーツ」・「情報処理基礎」・「基礎英語」を履修していることが必要です。 

随時 

教職課程履履修辞退届受け取り 

履履修カルテ返却⼿手続き 

教職課程履履修辞退届提出 

内 容 

 

 

 

 

 

教職課で教職課程履修辞退届を受け取る。 

福祉学科教職担当者から履修カルテの取扱い等の説明を

受ける。 

保護者の了承を得た上で提出する。 
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※ 辞退をする前に、必ず教職課程の担当教員に相談してください。 

 
学⽣生の皆さんが、教育職員免許状を在学中に取得するためには、教職課程の履履修が必要になり
ます。履履修の流流れは下記を参考にし、受講・実習・採⽤用試験・就職などに関してわからないこと
があれば、早めに教務課及び教職担当者に相談してください。 
学⽣生の皆さんへの連絡は、6号館前の掲⽰示板【教職課程コーナー】で⾏行行います。各⾃自の責任で
必ず確認するようにしてください。 
また、オリエンテーション・説明会等を⽋欠席することはできません。 
 

 
 
 
     

４⽉月 
 
 
 
 
 
１０⽉月 
０⽉月   

教職課程オリエンテーションに出席 
教職課程⼿手続き 
教職課程 前期履履修開始 
 
 
 
教職課程 後期履履修開始 
 
履履修カルテ説明会に出席 
 
 

 
 
 
 

 

 
 

 

4⽉月 
 
 
 
 
８⽉月 

 
 
 
 

１０⽉月 
 
 
 
３⽉月 

 

教職課程オリエンテーションに出席 
教職課程⼿手続き 
教職課程 前期履履修開始 
履履修カルテ指導 
 
教職課程オリエンテーションに出席（必
要に応じて⾯面接指導を⾏行行う） 
 
 
 
教職課程 後期履履修開始 
履履修カルテ指導 
 
 
履履修カルテ指導 
 

 
 
 
 
 

 

６ 福祉学科の教職課程履修の流れ 

２年次 

１年次 

履履修カルテに 
ついて 

教職課程履履修に 
ついて 

教職課程履履修に 
ついて 

教職課程 福祉学科の教育課程 
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4⽉月 
 
 
 
 

7⽉月 
 

8⽉月 
 

１０⽉月 
 
 
 

3⽉月 

教職課程オリエンテーションに出席 
教職課程履履修⼿手続き 
教職課程 前期履履修開始 
履履修カルテ指導 
実習依頼（⼀一部の⾼高等学校） 
実習依頼説明会 
 
実習依頼 
 
教職課程 後期履履修開始 
 
 
 
『事前及び事後の指導』 
⼈人権学習 
カルテ指導 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

  

 

4⽉月 
 
 

5⽉月 
 
 
 
 
 

7⽉月 
 

 
8⽉月 

 
9⽉月 

 
１０⽉月 

 
 

2⽉月 
 

3⽉月 
 

教職課程履履修⼿手続き 
教職課程 前期履履修開始 
 
公⽴立立学校教員採⽤用試験 
⼿手続き 
 
 
『事前及び事後の指導』 
・事後指導 
・実習発表会 
公⽴立立学校教員採⽤用試験（１次） 
 
公⽴立立学校教員採⽤用試験（２次） 
 
公⽴立立学校教員採⽤用試験（⼀一部の県３次） 
 
教職課程 後期履履修開始 
『教職実践演習』 
 
 
 
教員免許状交付〈卒業式〉 

 
 
 
 
 

 

＊『 』は、講義名を表しています。 

４年次 

３年次 

実習に 
ついて 

免許状交付に 
ついて 

実習依頼に 
ついて  

教職課程履履修に 
ついて 

養護実習 
4~6⽉月 

教職課程履履修に 
ついて 

教職課程 福祉学科の教育課程 
 

看護臨臨床実習（2⽉月〜～3⽉月） 

教員採⽤用試験に
ついて  

『相談援助実習』 
６⽉月・１１⽉月 
各２週間 看護臨臨床実習に

ついて 
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科  ⽬目 

 
養
教
⼀一
種
免 

開講時期・週授業時間数 

備 考 

１年年次 ２年年次 ３年年次 ４年年次 

前  
 

期  

後  
 

期  

前  
 

期  

後  
 

期  

前  
 

期  

後  
 

期  

前  
 

期  

後  
 

期  

教
職
に
関
す
る
科
⽬目 

教 職 概 論論 2 2   2       
教 育 原 理理 2 2  2        
教 育 ⼼心 理理 学 2 2   2       
教 育 社 会 学 2 2    2      
教 育 課 程 論論 2 2    2      
特 別 活 動 論論 2 2     2     
教 育 ⽅方 法 論論 2 2     2     
学 校 保 健 教 育 法 2 2      ２    
道 徳 教 育 の 理理 論論 と 実 践 2 2   2       
⽣生 徒 ・ 進 路路 指 導 論論 2      2     
⽣生 徒 指 導 論論 2 2     2     
教育相談（ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞを含む。） 2 2    2      
事 前 及 び 事 後 の 指 導 1 1      ←    →  
養 護 実 習 4 4       ←  →  
教職実践演習 (養護教諭 ) 2 ２        2  

 
 
 
注 1) 教職免許状を取得しようとする学⽣生の皆さんは､｢⽇日本国憲法｣､｢チームスポーツ」､｢⽣生涯スポ

ーツ｣、「基礎英語｣、「実⽤用英語コミュニケーション｣､｢情報処理理基礎」､｢情報の理理解と表現｣を
履履修しなければなりません。 

注 2) 教職課程を選択する学⽣生の皆さんは教職課程履履修料料の納⼊入など⼤大学が定める諸⼿手続を⾏行行わ
なければなりません。 

 
注３) 履履修規程別表第⼆二の履履修は教職課程選択の⼿手続きを⾏行行った学⽣生を対象とします。 

 

 

７ 福祉学科教職に関する科目(履修規程別表第二) 

単 

位 
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   1年年次 2年年次 3年年次 4年年次 
   前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 

教職に関する科⽬目 
  教育原理理 

 
 教職概論論 
 教育⼼心理理学 
 道徳教育の理理論論と実

践 

 教育社会学 
 教育課程論論 
 教育相談 
（ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞを含む。） 

 特別活動論論 
 教育⽅方法論論 
 学校保健教育法 
 ⽣生徒指導論論 

 事前及び事後の
指導 

 
 養護実習 
 

 
 
 教職実践演習(養

護教諭） 

養 
護
に
関
す
る
科
⽬目 

総
合
⼈人
間
科
学 

⼼心⾝身と健康  チームスポーツ  ⽣生涯スポーツ       

環境と情報  情報処理理基礎   情報の理理解と表現      

国際社会と 
現代 

 基礎英語  
 ⽈曰本国憲法 

●実⽤用英語コミュニケ
ーション 

     

福
祉
学
科
専
⾨門
教
育
科
⽬目 

福祉⼼心理理 
臨臨床関係 

  臨臨床⼼心理理学概論論 
 

      

保健・医療療 
関係 

  微⽣生物学 
 

 医学概論論 
 解剖学 
 学校保健Ⅰ 

 

 栄養学 
 ⽣生理理学 
 学校保健Ⅱ 
 看護学 

 基礎看護技術 
 薬理理学 
 公衆衛⽣生学 
○精神保健学 
 

 地域保健学Ⅰ 
 看護臨臨床実習 
  

 地域保健学Ⅱ 
 

 

         

         

８ 養護教諭一種免許状取得 履修モデル 

教育職員免許法施⾏行行規則第66条の6に定める科⽬目 
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 「看護臨臨床実習」の履履修要件 

養護教諭⼀一種免許状を取得するためには、３〜～4年年次に「看護臨臨床実習」の履履修が必要

です。 

「看護臨臨床実習」を履履修するためには、以下の要件を満たす必要があります。 

① 3年年前期までに開講されるすべての「養護に関する科⽬目」の単位修得が必要です。（下

表の＊印の科⽬目） 

② 3年年後期から開講される「養護に関する科⽬目」の履履修が必要です。（下表の＃印の科⽬目） 

 

〈養護に関する科⽬目〉 

1年年後期 微⽣生物学*  臨臨床⼼心理理学概論論Ⅰ* 

2年年前期 医学総論論*  解剖学*  学校保健Ⅰ* 

2年年後期 栄養学*  ⽣生理理学*  学校保健Ⅱ*  看護学* 

3年年前期 基礎看護技術*  薬理理学*  公衆衛⽣生学* 精神保健学*   

3年年後期 地域保健学Ⅰ*   

4年年前期 地域保健学Ⅱ＃ 

  

 

 

 「養護実習」の履履修要件 
養護教諭⼀一種免許状を取得するためには、4年年次に「養護実習」の履履修が必要です。 

「養護実習」を履履修するためには、以下の要件を満たす必要があります。 

① 3年年後期までに開講されるすべての「養護に関する科⽬目」および「教職に関する科

⽬目」の単位修得が必要です。（下表の＊印の科⽬目） 

② 3年年後期から開講される「看護臨臨床実習」及び「事前及び事後の指導」を含め、4

年年次に開講される「養護に関する科⽬目」および「教職に関する科⽬目」の履履修が必要

です。（下表の＃印の科⽬目） 

③ 教育職員免許法施⾏行行規則第６６条の６に定める科⽬目をすべて修得しておくこと。 

（⽇日本国憲法 チームスポーツ、⽣生涯スポーツ、基礎英語、実⽤用英語コミュニケー

ション、情報処理理基礎、情報の理理解と表現） 

 

 

 

９ 福祉学科で教員免許状を取得するための要件 
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〈養護に関する科⽬目〉 

1年年後期 微⽣生物学*  臨臨床⼼心理理学概論論* 

2年年前期 医学総論論*  解剖学*  学校保健Ⅰ* 

2年年後期 栄養学*  ⽣生理理学*  学校保健Ⅱ*  看護学* 

3年年前期 基礎看護技術*  薬理理学*  公衆衛⽣生学* 精神保健学*  

3年年後期 地域保健学Ⅰ*    看護臨臨床実習＃ 

4年年前期 地域保健学Ⅱ＃ 

 

  〈教職に関する科⽬目〉 

1年年後期 教育原理理* 

2年年前期 教職概論論* 教育⼼心理理学* 道徳教育の理理論論と実践* 

2年年後期 教育社会学* 教育相談*  教育課程論論* 

3年年前期 特別活動論論* 教育⽅方法論論* ⽣生徒指導論論* 

3年年後期 学校保健教育法* 事前及び事後の指導＃  

4年年前期 養護実習＃ 

4年年後期 教職実践演習（養護教諭）＃ 

   

 養護実習に対する福祉学科の姿勢 
   福祉学科教職課程は、養護実習を教職課程の⼤大きな区切切りと考えています。また、実習と

いえども教育現場において専⾨門職として働くことは、児童⽣生徒・保護者・教育現場に対し⼤大

きな責任を背負うことでもあります。この責任の重さを実習⽣生と教職課程が共に⾃自覚し、よ

りよい実習を通じて学⽣生が成⻑⾧長し、教育現場に何らかの貢献ができるよう努⼒力力していかなけ

ればなりません。 

   優れた教員を⽬目指す努⼒力力を重ねるのは当然として、結果として適性や能⼒力力、意欲等の点で

養護実習に耐えうるものとなる必要があります。常に⾃自⼰己省省察を⾏行行い、今の⾃自分に不不⾜足して

いるものを補い、⻑⾧長所を伸ばしていきましょう。教職課程の担当教員は学⽣生⼀一⼈人ひとりが⾃自

分で歩む学びのプロセスを⽀支援します。時には学⽣生本⼈人が気づかない問題点を指摘し、適切切

な課題を与えることもあるでしょう。⾃自⼰己省省察と周囲のアドバイスを上⼿手に⽣生かしてくださ

い。 

  ※履履修カルテを活⽤用した指導については「10 履履修カルテについて」を参照 
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 履履修カルテ 
 本学では、1年年次から教師の資質を⾼高めるためのカリキュラムを厳選して準備し、養護実
習の後に「教職実践演習」の科⽬目を設置しています。この科⽬目は 1年年次からの教職に関する
指導、および養護実習、体験的授業科⽬目などを通して教員として必要な実践的指導⼒力力が有機
的に統合され形成されたかについて、学⽣生⾃自⾝身によって確認するものです。いわば全学年年を
通した「学びの集⼤大成」です。将来教員になる上で⾃自分⾃自⾝身にとって何が課題であるのかを
⾃自覚し、必要に応じて不不⾜足している知識識や技能等を補い、その定着を図ることにより、教職
⽣生活をより円滑滑にスタートできるようになることが期待されています。 
 学⽣生⼀一⼈人ひとりが履履修状況を⾃自⼰己確認し、学習効果とモチベーションを⾼高め、⾃自⼰己学習に
活⽤用するために、履履修カルテを作成します。履履修カルテは履履修状況とともに到達⽬目標、体験
学習、ボランティア等について学⽣生⾃自⾝身が 4年年間にわたって記⼊入していくことになります。 
福祉学科では、教育現場で求められる優れた養護教諭養成にむけて、教職課程参加者に対
する履履修指導を⾏行行います。指導は以下のような観点から⾏行行われます。 
① 学⽣生⾃自⾝身が主体的に学び、⾃自⼰己の成⻑⾧長を求めることを基本とする。 

② 教員に求められる資質能⼒力力について、各学年年段階における教職イメージの明確化を促す。 

③ 福祉学科の卒業必修科⽬目、教職に関する科⽬目、養護に関する科⽬目、教員免許法施⾏行行規則

66条の 6に定める科⽬目について具体的な努⼒力力⽬目標を⽰示し、達成に向けた⽀支援を⾏行行う。 

④ ボランティアその他の⾃自⼰己学習の充実に向けた⽀支援を⾏行行う。 

⑤ 教員に求められる資質や適性について、⾃自⼰己省省察と資質向上への取り組みを⽀支援する。 

⑥ 教員採⽤用試験に向けた個⼈人およびグループ学習を⽀支援する。 

⑦ 4年年次に実施される養護実習に向けて、能⼒力力や適性、意欲等の点で必要とされる⽔水準に

達していない者については、⾯面接指導その他必要な指導を⾏行行い、⼀一層の実⼒力力向上を促す。 

⑧ 学⽣生の能⼒力力や適性、意欲等の状況により、養護実習に耐えうるか否かを適切切に判断する。 
⑨ 養護実習で明らかになった課題解決のために、また卒業後の教職キャリアの充実のため

に、履履修カルテ指導と教職実践演習の有機的連携を図る。 

 
 

 履履修カルテの管理理と活⽤用 

１0 履修カルテについて 
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＊ 履履修カルテの提出や配付の時期は、随時掲⽰示板等で連絡します。提出期限を守ってください。 
  

年年次 

1年年後期 

1〜～4年年 

前・後期 

1〜～4年年 

各年年次 

3年年後期 

4年年後期 

卒業時 

概要 

履履修カルテ説明会 

「事前及び事後の指導」 

「教職実践演習」 

免許状取得 

内容 

履履修カルテの配付と記⼊入⽅方法についての説明があります。 

教職に関する履履修科⽬目に対する省省察を⾏行行い記⼊入後、担当者
に提出します。 

履履修科⽬目及び教員としての資質・能⼒力力の状況について記⼊入
し、担当者に提出します。 

実習に求められる能⼒力力、適性、意欲等の確認および指導に
活⽤用します。 

教職実践演習で、教員としての資質・能⼒力力及び⾃自⼰己の課題
を明確にし、技術・技能の向上に活⽤用します。 

教員が記⼊入を確認後した後、個⼈人で保管します。 
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◇養護実習の⽬目的 
教育課程で学んだ理理論論をベースに学校現場を経験し、学校教育における学校保健活動及び

養護教諭の職務を理理解するとともに、養護教諭としての実践的能⼒力力及び研究的態度度を養う。 

◇養護実習の⽬目標 
(1)各実習校の特性（校種・規模・地域特性）を理理解し、その特性をベースにした実習校の教

育計画と学校保健の位置づけを理理解する。 

(2)学校保健活動を推進する上での校内・校外の組織とその連携の活動状況を理理解する。 

(3)⼀一般教員⼜又は各教員の職務の理理解に努め、教育の⽬目的に対する全教員の相互援助の機 

会、⽅方法を学ぶ。 

(4)教育活動、特に学校保健活動の中での養護教諭の⽴立立場とその中で果たさねばならない養 

護教諭の職務を理理解する。 

(5)児童・⽣生徒の⼼心⾝身・⽣生活の状況及び健康課題の構造を理理解する。 

◇養護実習の内容 
実習内容は、実習校の実情に応じて実習指導者と相談して学校教育、保健教育、保健管理理、

組織活動などの実習内容を計画すること。特に養護教諭の職務内容については実習校の重点

的な保健活動あるいは実習期間中の⾏行行事等を考慮して実習を⾏行行う。ただし、実習機会のない

項⽬目についても可能な限り講話や資料料で学習し、実習校における学校保健活動全体の概要を

把握できるようにすることが望ましい。 

※1 ⾼高等学校での実習については、4 年年 4 ⽉月までに実習依頼説明会を⾏行行う。 

１1 福祉学科教職課程の実習について 

時期 

3年年前期終了了時 ※1 

夏季休業中 

3年年後期〜～4年年前期 

4年年前期 

4年年前期 

概要 

実習依頼説明会 

実習校訪問 

事前指導 

現場実習 

事後指導 

内容 

教職課程全体で担当者及び教務課より、実習依頼に関す
る説明があります。 

養護実習は、各⾃自で希望する出⾝身校に依頼に⾏行行き内諾諾を
いただきます。 

看護実習終了了後から、実習に向けて演習を中⼼心とした実
践を⾏行行っていきます。 

実習校で担当者を中⼼心に指導を受けながら児童⽣生徒と関
わっていきます。 

実習の成果をレポートにまとめ、福祉学科内で発表しま
す。 


